
Ⅰ．臨床化学
（Glu,TB,DB,Na,K,Cl,Ca,IP,Fe,Mg,TP,Alb,UN,Cre,UA,TC,TG,HDLC,
　 LDLC,AST,ALT,ALP,LD,CK,GGT,AMY,ChE,uGlu,uCre,HbA1c:NGSP値,
　 CRP,IgＧ,IgＡ,IgＭ)

Ⅱ. 免疫血清（梅毒ＴＰ抗体，ＰＳＡ，ﾘｳﾏﾄｲﾄﾞ因子）

Ⅲ. 血液（ﾌﾟﾛﾄﾛﾝﾋﾞﾝ時間，卹勯化部分ﾄﾛﾝﾎﾞﾌﾟﾗｽﾁﾝ時間，ﾌｨﾌﾞﾘﾉｹﾞﾝ量）

去厄発送⽇ ︓　６⽉　 ３⽇（ ⽕ ）
回答勡限 ︓　６⽉２０⽇（ ⾦ ）午後　６時

本説明危は「２０２５年度⽇臨叒臨床匴匀精度管理調匀　⼿匂危」の補助⽤として单勱いたしました

積匍メディカル卯厚会社
カスタマーサポートセンター

２０２５年度 ⽇臨叒 臨床匴匀精度管理調匀
「去薬・測定法分類コード説明危」

去厄送厏と回答票返送勡限



グルコース mg/dL
去薬

標厜液

トレーサビリティ ※メーカー匦定のキャリブレータを匴体として測定した場合（占ち返し）【８　十業の標厜厍】を選択してください
0
1
2
8
9

匫ビリルビン mg/dL
去薬

標厜液

トレーサビリティ ※メーカー匦定のキャリブレータを匴体として測定した場合（占ち返し）【８　十業の標厜厍】を選択してください
0
1
8
9

卟接ビリルビン mg/dL
去薬

標厜液

トレーサビリティ ※メーカー匦定のキャリブレータを匴体として測定した場合（占ち返し）【８　十業の標厜厍】を選択してください
0
8
9

Ｎａ、Ｋ、Ｃｌ mmol/L

＊⽇⽴の⾃動分析装厒に厏属している匰卆質ユニットでは匰卆質専⽤のコードが勳けられています。
去薬

標厜液

トレーサビリティ ※メーカー匦定のキャリブレータを匴体として測定した場合（占ち返し）【８　十業の標厜厍】を選択してください
0
1
2
8
9

測定方法去薬
⽇⽴ＩＳＥ装厒

内部標厜液
希釈液　等

標厜液匷称

21
血清ベース標厜液

⽇⽴ISEキャリブレータ
（アルブミン添匎）

十業の標厜厍
その他

匴量
21

血清ベース標厜液
ISE CRS-N

（積匍メディカル製造・ReCCS卉卨）

2
匰極法

⽇⽴ハイテク
匰極を却⽤している分析務

526
ニプロ

363
積匍メディカル

363001
ビリルビン標厜液 ユニメディ「D-BIL-LQ」21

血清ベース標厜液

実厇せず
NIST : National Institute of Standards and Technology
ReCCS : 匴匀医学標厜匵質務構

標厜液上匱標厜

務器コード
ＢＢＣ５２０

測定装厒匷
積匍メディカル　EＶ８００

十業匷
⽇⽴ハイテク、積匍メディカル

3
ウシアルブミンをベース

1
NIST

その他

匰卆質測定募理

標厜液勖単値勳定十業 標厜液販匉十業

実厇せず

526
ニプロ

匴量 標厜液匷称 去薬匷称 匼材

標厜液販匉十業匴量 標厜液匷称 標厜液上匱標厜

方法
01

イオン選択匰極法
希釈法

363
積匍メディカル

匰卆質匴体希釈

1
希釈法

十業の標厜厍

-

標厜液勖単値勳定十業

方法小分類

-

方法小分類

-

製造販匉區

363
積匍メディカル

去薬製造販匉區

NIST : National Institute of Standards and Technology
十業の標厜厍
その他

526006
ユニメディ「D-BIL-LQ」

去薬匷称 方法
01

酵素法

標厜厍厩勵

ReCCS : 匴匀医学標厜匵質務構

去薬匷称

-

-

526007
ユニメディ「T-BIL-LQ」

01
酵素法

実厇せず

方法

-

方法小分類

363
積匍メディカル

その他

Ⅰ．臨床化学匴匀

01
ヘキソキナーゼ法

去薬匷称 方法 製造販匉區標厜厍厩勵

363
積匍メディカル

01
ヘキソキナーゼ法

01
ヘキソキナーゼ法

01
ヘキソキナーゼ法

21
血清ベース標厜液

363002
血清マルチキャリブレーター

(SEKISUI)

1
血清をベース

1
NIST

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

匴量

-

-

ピュアオートS GLU
ピュアオートS GLU-R

オートセラS GLU
クオリジェント GLU

363
積匍メディカル

-

363
積匍メディカル

-

標厜液販匉十業標厜液上匱標厜

-

11
溶媒ﾍﾞｰｽ匍溶勯標厜液

363001
アナセラム GLU標厜液

5
匍溶液で粘度調整なし

1
NIST

匼材去薬匷称標厜液匷称

-

363001
ピュアオートS GLU

363002
ピュアオートS GLU-R

363004
オートセラS GLU

363006
クオリジェント GLU

標厜液勖単値勳定十業

363002
ビリルビン標厜液 ユニメディ「T-BIL-LQ」 3

ウシアルブミンをベース
1

NIST
526
ニプロ

実厇せず

526
ニプロ

去薬匷称 匼材

NIST : National Institute of Standards and Technology

標厜厍厩勵 製造販匉區

十業の標厜厍

21
血清ベース標厜液

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル



ＣＡ mg/dL
去薬

標厜液

※厛匁⽤標厜匵質JCCRM321-8での勳定値をご却⽤の場合
※厛匁⽤標厜匵質JCCRM321-10での勳定値をご却⽤の場合

トレーサビリティ ※メーカー匦定のキャリブレータを匴体として測定した場合（占ち返し）【８　十業の標厜厍】を選択してください
0
1
2
4
7
8
9

叄務リン mg/dL
去薬

標厜液

トレーサビリティ ※メーカー匦定のキャリブレータを匴体として測定した場合（占ち返し）【８　十業の標厜厍】を選択してください
0
1
2
7
8
9

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

363005
血清マルチキャリブレーター

(SEKISUI)

363004
血清マルチキャリブレーター

(SEKISUI)

1
血清をベース

1
血清をベース

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

NIST : National Institute of Standards and Technology
ReCCS : 匴匀医学標厜匵質務構
IRMM : Reference Material Institute for Clinical Chemistry Standards
CERI : 化学匵質評卒研究務構
十業の標厜厍
その他

363006
クオリジェント IP-N

01
酵素法 - - 363

積匍メディカル

その他

実厇せず
NIST : National Institute of Standards and Technology
ReCCS : 匴匀医学標厜匵質務構
CERI : 化学匵質評卒研究務構

標厜液勖単値勳定十業 標厜液販匉十業
1

NIST

十業の標厜厍

匴量 標厜液匷称

363003
血清マルチキャリブレーター

(SEKISUI)

1
血清をベース

1
NIST

21
血清ベース標厜液

製造販匉區

363
積匍メディカル

363005
ピュアオートS IP

01
酵素法 - - 363

積匍メディカル

12
モリブデン・ブルー法

12
モリブデン・ブルー法

去薬匷称
363001

クリニメイト IP-2
363004

クオリジェント IP

方法小分類

-

-

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

実厇せず

21
血清ベース標厜液

363
積匍メディカル

標厜厍厩勵

-

-

363
積匍メディカル

1
血清をベース

1
血清をベース

363002
セロノルム・ヒューマン

363007
セロノルム・ヒューマン

31
管理血清等（勖単値）

31
管理血清等（勖単値）

2
ReCCS ※

クリニメイト CA
オートセラ CA

PTS⽤オートセラ CA
クオリジェント CA

363
積匍メディカル

363001
アナセラム IP標厜液

5
匍溶液で粘度調整なし

21
血清ベース標厜液

1
血清をベース

363
積匍メディカル

去薬匷称 標厜液上匱標厜

方法

363001
アナセラムCA標厜液

11
溶媒ﾍﾞｰｽ匍溶勯標厜液

５
匍溶液で粘度調整なし

標厜液勖単値勳定十業

21
血清ベース標厜液

363002
セロノルム・マルチキャリブレータ

1
血清をベース

1
NIST

匼材
11

溶媒ﾍﾞｰｽ匍溶勯標厜液

21
血清ベース標厜液

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

1
NIST

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

21
血清ベース標厜液

363003
セロノルム・マルチキャリブレータ

1
血清をベース

363
積匍メディカル

- - 326
卯厚会社シノテスト

1
NIST

1
NIST

匴量 標厜液匷称 去薬匷称 匼材 標厜液上匱標厜

363001
クリニメイト CA

363002
オートセラ CA

363003
PTS⽤オートセラ CA

製造販匉區

標厜液販匉十業
363

積匍メディカル
363

積匍メディカル
1

NIST

326003
アキュラスオート CaⅡ

21
酵素法

-

-

-

-363004
クオリジェント CA

方法
01

オクトクレゾールフタレイン发色法
01

オクトクレゾールフタレイン发色法
01

オクトクレゾールフタレイン发色法
01

オクトクレゾールフタレイン发色法

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

標厜厍厩勵

-

-

-

-

方法小分類去薬匷称

アキュラスオート CaⅡ363006
セロノルム・マルチキャリブレータ

363
積匍メディカル

2
ReCCS ※

2
ReCCS ※

クリニメイト IP-2
クオリジェント IP
ピュアオートS IP

クオリジェント IP-N

クリニメイト IP-2
クオリジェント IP

363
積匍メディカル



鉄 ug/dL
去薬

標厜液

トレーサビリティ ※メーカー匦定のキャリブレータを匴体として測定した場合（占ち返し）【８　十業の標厜厍】を選択してください
0
1
2
7
8
9

マグネシウム mg/dL
去薬

標厜液

トレーサビリティ ※メーカー匦定のキャリブレータを匴体として測定した場合（占ち返し）【８　十業の標厜厍】を選択してください
0
1
2
4
7
8
9

匫蛋白 g/dL
去薬

標厜液

トレーサビリティ ※メーカー匦定のキャリブレータを匴体として測定した場合（占ち返し）【８　十業の標厜厍】を選択してください
0
1
8
9

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

1
NIST

-

標厜厍厩勵

363
積匍メディカル

実厇せず

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

11
溶媒ﾍﾞｰｽ匍溶勯標厜液

21
血清ベース標厜液

363001
アナセラム MG標厜液

匴量

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

標厜液上匱標厜

1
NIST

363005
血清マルチキャリブレーター

(SEKISUI)

1
血清をベース

1
NIST

クリニメイト TP
オートセラ TP

クオリジェント TP

NIST : National Institute of Standards and Technology

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

標厜液勖単値勳定十業 標厜液販匉十業

363
積匍メディカル

匴量

5
匍溶液で粘度調整なし

363
積匍メディカル

31
管理血清等（勖単値）

363002
セロノルム・ヒューマン

21
血清ベース標厜液

363003
セロノルム・マルチキャリブレータ

1
血清をベース

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

1
血清をベース

1
NIST

01
Nitroso-PSAP法 - - 363

積匍メディカル

01
ビューレット法

01
ビューレット法

363001
アナセラム ALB・TP標厜液

標厜液匷称 去薬匷称

3
ウシアルブミンをベース

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

1
NIST

-

363003
クオリジェント TP

201004
クオリジェント TP-N

201003
ピュアオートS TP

ピュアオートS TP
クオリジェント TP-Ｎ

01
ビューレット法

21
血清ベース標厜液

匼材

1
NIST

方法小分類

-

201
カイノス-

製造販匉區
363

積匍メディカル
363

積匍メディカル
363

積匍メディカル

201
カイノス

クリニメイト TP
オートセラ TP

クオリジェント TP
ピュアオートS TP

クオリジェント TP-Ｎ
21

血清ベース標厜液

十業の標厜厍

1
血清をベース

201
卯厚会社カイノス

21
血清ベース標厜液

363004
匫蛋白・アルブミン標厜血清

7
CERI

実厇せず

去薬匷称
363001

クリニメイト Mg

363003
クオリジェント FE

01
Nitroso-PSAP法 -

去薬匷称 方法 標厜厍厩勵

標厜液上匱標厜

21
血清ベース標厜液

363003
血清マルチキャリブレーター

(SEKISUI)

標厜厍厩勵方法小分類

-

21
血清ベース標厜液

363002
セロノルム・マルチキャリブレータ

1
血清をベース

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

去薬匷称 匼材

1
血清をベース

ピュアオートS FE
クオリジェント FE

1
血清をベース

1
NIST

十業の標厜厍
その他

7
CERI

1
血清をベース

1
NIST

21
血清ベース標厜液

363003
血清マルチキャリブレーター

(SEKISUI)

クリニメイト MG
クオリジェント MG

363002
ピュアオートS FE

製造販匉區

363002
セロノルム・マルチキャリブレータ

標厜液上匱標厜標厜液匷称

363002
オートセラ TP -

実厇せず
NIST : National Institute of Standards and Technology
ReCCS : 匴匀医学標厜匵質務構
IRMM : Reference Material Institute for Clinical Chemistry Standards
CERI : 化学匵質評卒研究務構

方法
01

ビューレット法
01

ビューレット法

-

-

製造販匉區

去薬匷称
363001

クリニメイト TP

-

--

-

-

その他

標厜液販匉十業

-

標厜液勖単値勳定十業

標厜液勖単値勳定十業 標厜液販匉十業

- 363
積匍メディカル

363002
クオリジェント Mg

方法
01

色素法
01

色素法

標厜液匷称 去薬匷称 匼材匴量

方法小分類

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

NIST : National Institute of Standards and Technology
ReCCS : 匴匀医学標厜匵質務構
CERI : 化学匵質評卒研究務構
十業の標厜厍
その他

363
積匍メディカル



アルブミン g/dL
去薬

標厜液

トレーサビリティ ※メーカー匦定のキャリブレータを匴体として測定した場合（占ち返し）【８　十業の標厜厍】を選択してください
0
1
4
8
9

尿酸 mg/dL
去薬

標厜液

トレーサビリティ ※メーカー匦定のキャリブレータを匴体として測定した場合（占ち返し）【８　十業の標厜厍】を選択してください
0
1
2
8
9

尿素窒素 mg/dL
去薬

標厜液

トレーサビリティ ※メーカー匦定のキャリブレータを匴体として測定した場合（占ち返し）【８　十業の標厜厍】を選択してください
0
1
2
8
9

1
NIST

363
積匍メディカル

3
ウシアルブミンをベース

匼材

その他

標厜液販匉十業
363

積匍メディカル
363

積匍メディカル

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

11
溶媒ﾍﾞｰｽ匍溶勯標厜液

363006
クオリジェント UN-N

1
血清をベース

1
血清をベース

標厜液勖単値勳定十業去薬匷称

方法小分類

-

-

-

標厜液販匉十業
363

積匍メディカル

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

1
NIST

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

1
NIST

1
NIST

363003
セロノルム・マルチキャリブレータ

363002
セロノルム・ヒューマン

363001
アナセラム UA-E標厜液

5
匍溶液で粘度調整なし

21
血清ベース標厜液

363
積匍メディカル

21
血清ベース標厜液

11
溶媒ﾍﾞｰｽ匍溶勯標厜液

31
管理血清等（勖単値）

- 363
積匍メディカル

匼材

363005
ピュアオートS UN-N

01
アンモニア消去,回避法

1
ウレアーセ゛･GLDH消去

363
積匍メディカル

363006
ピュアオートS ALB-N

363004
血清マルチキャリブレーター

(SEKISUI)

03
BCP匳良法

363
積匍メディカル

1
ウレアーセ゛･GLDH消去 - 363

積匍メディカル
01

アンモニア消去,回避法

363
積匍メディカル

標厜液勖単値勳定十業匴量
21

血清ベース標厜液

-

-

-

標厜液匷称

実厇せず

31
管理血清等（勖単値）

21
血清ベース標厜液

363003
セロノルム・マルチキャリブレータ

363002
セロノルム・ヒューマン

1
血清をベース

1
血清をベース

1
NIST

標厜液上匱標厜

標厜液上匱標厜

21
血清ベース標厜液

363004
血清マルチキャリブレーター

(SEKISUI)

1
血清をベース

1
NIST

363001
アナセラム UN標厜液

5
匍溶液で粘度調整なし

1
NIST

匴量

4
IRMM

363
積匍メディカル

実厇せず

ピュアオートS UA
オートセラS UA
クオリジェント UA

製造販匉區方法小分類 標厜厍厩勵

その他

去薬匷称

十業の標厜厍

方法

363
積匍メディカル

1
血清をベース

1
NIST

363
積匍メディカル

NIST : National Institute of Standards and Technology
ReCCS : 匴匀医学標厜匵質務構

363
積匍メディカル

標厜液上匱標厜

実厇せず

4
IRMM

1
NIST

4
IRMM

標厜液販匉十業

去薬匷称
クリニメイト ALB
オートセラ ALB

NIST : National Institute of Standards and Technology

十業の標厜厍
その他

匼材匴量

21
血清ベース標厜液

クリニメイト ALB
オートセラ ALB

ピュアオートS ALB-N
クオリジェント ALB-N

ピュアオートS ALB-N
クオリジェント ALB-N

363005
血清マルチキャリブレーター

(SEKISUI)

1
血清をベース

21
血清ベース標厜液

363003
セロノルム・マルチキャリブレータ

1
血清をベース

363001
アナセラム ALB・TP標厜液

標厜液匷称

標厜液匷称

製造販匉區
363

積匍メディカル
363

積匍メディカル
01

ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法

01
ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法

01
ウリカーゼ・ペルオキシダーゼ法

去薬匷称

1
血清をベース

- -

-

-

-

標厜厍厩勵

IRMM : Reference Material Institute for Clinical Chemistry Standards

363002
セロノルム・ヒューマン

方法小分類

03
BCP匳良法

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

-

363002
オートセラ ALB

363007
クオリジェント ALB-N

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

製造販匉區標厜厍厩勵

-

-

363
積匍メディカル

363001
ピュアオートS UA

363002
オートセラS UA

363003
クオリジェント UA

方法

方法
01

BCG法
01

BCG法

去薬匷称
363001

クリニメイト ALB

31
管理血清等（勖単値）

ReCCS : 匴匀医学標厜匵質務構
十業の標厜厍

ピュアオートS UN-N
クオリジェント UN-N

363
積匍メディカル

標厜液勖単値勳定十業

去薬匷称

NIST : National Institute of Standards and Technology



クレアチニン mg/dL
去薬

標厜液

トレーサビリティ ※メーカー匦定のキャリブレータを匴体として測定した場合（占ち返し）【８　十業の標厜厍】を選択してください
0
1
2
4
8
9

匫コレステロール mg/dL
去薬

標厜液

トレーサビリティ ※メーカー匦定のキャリブレータを匴体として測定した場合（占ち返し）【８　十業の標厜厍】を選択してください
0 実厇せず
1 NIST : National Institute of Standards and Technology
2 ReCCS : 匴匀医学標厜匵質務構
6 AIST : 独⽴⾏政法⼈勩業叒術匫合研究勰
8 十業の標厜厍
9 その他

中勯脂肪 mg/dL
去薬

標厜液

トレーサビリティ ※メーカー匦定のキャリブレータを匴体として測定した場合（占ち返し）【８　十業の標厜厍】を選択してください
0 実厇せず
1 NIST : National Institute of Standards and Technology
2 ReCCS : 匴匀医学標厜匵質務構
8 十業の標厜厍
9 その他

363001
ピュアオートS CRE-N

363002
ピュアオートS CRE-L

5
匍溶液で粘度調整なし

1
血清をベース

1
NIST

-

-

-

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

方法小分類

去薬匷称

製造販匉區
363

積匍メディカル

-

-

-

標厜厍厩勵

01
酵素发色法

363001
アナセラム CRE標厜液

1
NIST

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

NIST : National Institute of Standards and Technology

363
積匍メディカル

-

-

-

匼材匴量 標厜液匷称

1
血清をベース

1
NIST

363
積匍メディカル

標厜厍厩勵 製造販匉區

標厜液勖単値勳定十業 標厜液販匉十業

363
積匍メディカル

363
積匍メディカルコレステスト CHO

ピュアオートS CHO-N
クオリジェント CHO

コレステストN TG
⼊⼒値は勬合せ下さい

去薬匷称 方法 方法小分類

実厇せず

1
血清をベース

1
NIST

1
NIST

匴量 標厜液匷称

363
積匍メディカル

2
ReCCS

363
積匍メディカル

21
血清ベース標厜液

363003
血清マルチキャリブレーター

(SEKISUI)

363
積匍メディカル

製造販匉區
363

積匍メディカル

21
血清ベース標厜液

21
血清ベース標厜液

363003
クオリジェントNキャリブレーター

363001
コレステストＮキャリブレーター

ReCCS : 匴匀医学標厜匵質務構
IRMM : Reference Material Institute for Clinical Chemistry Standards
十業の標厜厍
その他

コレステスト TG
クオリジェント TG

標厜液勖単値勳定十業標厜液匷称

363
積匍メディカル

363003
クオリジェントNキャリブレーター

1
血清をベース

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

匼材 標厜液上匱標厜

363
積匍メディカル

2
ReCCS

21
JSCC/ReCCS匼厜
血清ベース標厜液

21
JSCC/ReCCS匼厜
血清ベース標厜液

363001
コレステストＮキャリブレーター

1
血清をベース

363
積匍メディカル

1
血清をベース

363001
コレステストＮキャリブレーター

363001
コレステスト TG

標厜液販匉十業標厜液上匱標厜 標厜液勖単値勳定十業去薬匷称

363006
コレステストN TG

01
酵素发色法

2
遊離グリセロール未消去 - 363

積匍メディカル

363001
コレステスト CHO

363003
クオリジェント CHO

01
コレステロール酸化酵素法

01
コレステロール酸化酵素法

01
コレステロール酸化酵素法

去薬匷称 方法

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

標厜液販匉十業

2
ReCCS

363004
クオリジェント TG -1

遊離グリセロール消去
01

酵素发色法

匼材去薬匷称

1
血清をベース

01
酵素法

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

-

-

-

標厜厍厩勵方法小分類
1

遊離グリセロール消去

01
酵素法

去薬匷称

-
363002

ピュアオートS CHO-N

21
血清ベース標厜液

363002
セロノルム･マルチキャリブレータ

標厜液上匱標厜

363
積匍メディカル

ピュアオートS CRE-N
ピュアオートS CRE-L
クオリジェント CRE

363
積匍メディカル

21
JSCC/ReCCS匼厜
血清ベース標厜液

方法

11
溶媒ベース匍溶勯標厜液

363003
クオリジェント CRE

01
酵素法



ＨＤＬ－コレステロール mg/dL
去薬

標厜液

トレーサビリティ ※メーカー匦定のキャリブレータを匴体として測定した場合（占ち返し）【８　十業の標厜厍】を選択してください
0 実厇せず
2 ReCCS : 匴匀医学標厜匵質務構
8 十業の標厜厍
9 その他

ＬＤＬ－コレステロール mg/dL
去薬

標厜液

トレーサビリティ ※メーカー匦定のキャリブレータを匴体として測定した場合（占ち返し）【８　十業の標厜厍】を選択してください
0 実厇せず
2 ReCCS : 匴匀医学標厜匵質務構
8 十業の標厜厍
9 その他

ＣＲＰ mg/dL
去薬

標厜液

トレーサビリティ ※メーカー匦定のキャリブレータを匴体として測定した場合（占ち返し）【８　十業の標厜厍】を選択してください
0 実厇せず
4
8 十業の標厜厍
9 その他

免疫グロブリン（ＩｇＧ・Ａ・Ｍ） mg/dL
去薬

2
ReCCS

2
ReCCS

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

21
血清ベース標厜液

21
血清ベース標厜液

363002
クオリジェントNキャリブレーター

363001
コレステストNキャリブレーター

1
血清をベース

1
血清をベース

IRMM : Reference Material Institute for Clinical Chemistry Standards

匴量 匼材

2
ReCCS

去薬匷称
363001

コレステストN HDL
363002

クオリジェント HDL
01

阻县による卟接法

01
阻县による卟接法

方法 製造販匉區
363

積匍メディカル

-

363
積匍メディカル

匼材

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

-

標厜厍厩勵

363
積匍メディカル

363
積匍メディカルコレステスト LDL

クオリジェント LDL

標厜液販匉十業標厜液上匱標厜

抗体の動匵種匷去薬匷称 方法 製造販匉區方法小分類 標厜厍厩勵

去薬匷称

方法小分類

2
ReCCS

標厜液勖単値勳定十業去薬匷称

21
血清ベース標厜液

21
血清ベース標厜液

363002
クオリジェントNキャリブレーター

コレステストN HDL
クオリジェント HDL

363001
コレステストＮキャリブレーター

1
血清をベース

1
血清をベース

標厜液販匉十業標厜液上匱標厜 標厜液勖単値勳定十業標厜液匷称 去薬匷称

標厜液販匉十業

製造販匉區
363

積匍メディカル
363

積匍メディカル

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

標厜液勖単値勳定十業

-

-

標厜厍厩勵

-

-

製造販匉區

21
血清ベース標厜液

363001
ナノピア⽤CRPキャリブレーター

標厜液匷称 標厜液上匱標厜
4

IRMM

ERM-DA474

ERM-DA474 04
マウス

04
マウス

抗体の動匵種匷方法
02

ラテックス发濁法

標厜厍厩勵

524001
N-アッセイ　TIA

IgG-SH　ニットーボー

363
積匍メディカル

去薬匷称
ナノピア CRP

クオリジェント CRP

匼材
1

血清をベース

匴量

4
ERM-DA470

匴量 標厜液匷称

-

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

363002
ナノピア CRP

363002
クオリジェント LDL

01
卟接法

363001
コレステスト LDL

02
ラテックス发濁法

方法小分類
1

汎⽤分析装厒で測定
1

汎⽤分析装厒で測定
363004

クオリジェント CRP

01
卟接法

方法 方法小分類

-

4
ERM-DA470

524001
N-アッセイ　TIA

IgA-SH　ニットーボー

-

-

- 4
ERM-DA470

01
ヤギ

01
ヤギ

01
ヤギ

524
ニットーボーメディカル

524
ニットーボーメディカル

524
ニットーボーメディカル

524001
N－アッセイ TIA

IgM-SH　ニットーボー

02
免疫发濁法（汎⽤務器）

去薬匷称

02
免疫发濁法（汎⽤務器）

02
免疫发濁法（汎⽤務器）



ＡＳＴ ３７℃国匶単匱
去薬

標厜液 ＪＳＣＣ標厜化対厸法去薬は匴量⽤ＥＲＭ（酵素キャリブレータープラス｢ﾀﾞｲｲﾁ｣）で厛匁して下さい。　

トレーサビリティ ※メーカー匦定のキャリブレータを匴体として測定した場合（占ち返し）【８　十業の標厜厍】を選択してください
0 実厇せず
1 NIST : National Institute of Standards and Technology
2 JCCLS(ReCCS） : 匴匀医学標厜匵質務構
4
8 十業の標厜厍
9 その他

ＡＬＴ ３７℃国匶単匱
去薬

標厜液 ＪＳＣＣ標厜化対厸法去薬は匴量⽤ＥＲＭ（酵素キャリブレータープラス｢ﾀﾞｲｲﾁ｣）で厛匁して下さい。　

トレーサビリティ ※メーカー匦定のキャリブレータを匴体として測定した場合（占ち返し）【８　十業の標厜厍】を選択してください
0 実厇せず
1 NIST : National Institute of Standards and Technology
2 JCCLS(ReCCS） : 匴匀医学標厜匵質務構
4
8 十業の標厜厍
9 その他

ＡＬＰ ３７℃国匶単匱
去薬

標厜液

トレーサビリティ ※メーカー匦定のキャリブレータを匴体として測定した場合（占ち返し）【８　十業の標厜厍】を選択してください
0 実厇せず
1 NIST : National Institute of Standards and Technology
2 JCCLS(ReCCS） : 匴匀医学標厜匵質務構
4
8 十業の標厜厍
9 その他

ＬＤ ３７℃国匶単匱
去薬

標厜液

トレーサビリティ ※メーカー匦定のキャリブレータを匴体として測定した場合（占ち返し）【８　十業の標厜厍】を選択してください
0 実厇せず
1 NIST : National Institute of Standards and Technology
2 JCCLS(ReCCS） : 匴匀医学標厜匵質務構
4
8 十業の標厜厍
9 その他

IRMM : Reference Material Institute for Clinical Chemistry Standards

IRMM : Reference Material Institute for Clinical Chemistry Standards

- 363
積匍メディカル

02
IFCC法

2
AMP緩衝液 - 363

積匍メディカル

IRMM : Reference Material Institute for Clinical Chemistry Standards

IRMM : Reference Material Institute for Clinical Chemistry Standards

去薬匷称 方法
363008

ピュアオートS ALP-IFCC
02

IFCC法
2

AMP緩衝液 - 363
積匍メディカル

363009
クオリジェント ALP-IFCC

製造販匉區標厜厍厩勵

363
積匍メディカル

標厜液勖単値勳定十業

61
酵素キャリブレータ

363001
酵素キャリブレータープラス

｢ﾀﾞｲｲﾁ｣

ピュアオートS LD-IFCC
クオリジェント LD-IFCC

1
血清をベース

2
ReCCS

363
積匍メディカル

標厜液上匱標厜

- 363
積匍メディカル

363006
クオリジェント LD-IFCC

02
IFCC法

1
L→Ｐ

標厜液販匉十業匴量 標厜液匷称 去薬匷称 匼材

去薬匷称 方法 方法小分類
363005

ピュアオートS LD-IFCC
02

IFCC法
1

L→P

標厜液匷称 去薬匷称 匼材 標厜液上匱標厜

標厜厍厩勵 製造販匉區

標厜液勖単値勳定十業

方法小分類

標厜液販匉十業

61
酵素キャリブレータ

363001
酵素キャリブレータープラス

｢ﾀﾞｲｲﾁ｣

1
血清をベース

2
ReCCS

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

匴量

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

匴量 標厜液匷称 去薬匷称 匼材 標厜液上匱標厜

363
積匍メディカル

標厜液勖単値勳定十業 標厜液販匉十業
ピュアオートS ALT-L

クオリジェント ALT-L
61

酵素キャリブレータ

363001
酵素キャリブレータープラス

｢ﾀﾞｲｲﾁ｣

1
血清をベース

2
ReCCS

363
積匍メディカル

標厜液勖単値勳定十業 標厜液販匉十業

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

標厜液匷称 去薬匷称 匼材 標厜液上匱標厜

-

363006
クオリジェント ALT-L

方法
01

JSCC法
01

JSCC法

去薬匷称
363001

ピュアオートS ALT-L

01
JSCC法

01
JSCC法

製造販匉區
363

積匍メディカル

-

標厜厍厩勵

-

-

-

方法小分類

-

-

61
酵素キャリブレータ

363001
酵素キャリブレータープラス

｢ﾀﾞｲｲﾁ｣

1
血清をベース

2
ReCCS

 ピュアオートS AST-L

クオリジェント AST-Ｌ

363001
 ピュアオートS AST-L

363006
クオリジェント AST-L

方法小分類 標厜厍厩勵去薬匷称 方法

-

製造販匉區

匴量

ピュアオートS ALP-IFCC
クオリジェント ALP-IFCC



ＡＭＹ ３７℃国匶単匱
去薬

標厜液 ＪＳＣＣ標厜化対厸法去薬は匴量⽤ＥＲＭ（酵素キャリブレータープラス｢ﾀﾞｲｲﾁ｣）で厛匁して下さい。　

トレーサビリティ ※メーカー匦定のキャリブレータを匴体として測定した場合（占ち返し）【８　十業の標厜厍】を選択してください
0 実厇せず
2 JCCLS(ReCCS） : 匴匀医学標厜匵質務構
8 十業の標厜厍
9 その他

ＣＫ ３７℃国匶単匱
去薬

標厜液 ＪＳＣＣ標厜化対厸法去薬は匴量⽤ＥＲＭ（酵素キャリブレータープラス｢ﾀﾞｲｲﾁ｣）で厛匁して下さい。　

トレーサビリティ ※メーカー匦定のキャリブレータを匴体として測定した場合（占ち返し）【８　十業の標厜厍】を選択してください
0 実厇せず
1 NIST : National Institute of Standards and Technology
2 JCCLS(ReCCS） : 匴匀医学標厜匵質務構
4
8 十業の標厜厍
9 その他

ＧGＴ ３７℃国匶単匱
去薬

標厜液 ＪＳＣＣ標厜化対厸法去薬は匴量⽤ＥＲＭ（酵素キャリブレータープラス｢ﾀﾞｲｲﾁ｣）で厛匁して下さい。　

トレーサビリティ ※メーカー匦定のキャリブレータを匴体として測定した場合（占ち返し）【８　十業の標厜厍】を選択してください
0 実厇せず
2 JCCLS(ReCCS） : 匴匀医学標厜匵質務構
4
8 十業の標厜厍
9 その他

ＣｈＥ（コリンエステラーゼ） ３７℃国匶単匱
去薬

標厜液 ＪＳＣＣ標厜化対厸法去薬は匴量⽤ＥＲＭ（酵素キャリブレータープラス｢ﾀﾞｲｲﾁ｣）で厛匁して下さい。　

トレーサビリティ ※メーカー匦定のキャリブレータを匴体として測定した場合（占ち返し）【８　十業の標厜厍】を選択してください
0 実厇せず
2 JCCLS(ReCCS） : 匴匀医学標厜匵質務構
8 十業の標厜厍
9 その他

標厜液販匉十業

IRMM : Reference Material Institute for Clinical Chemistry Standards

IRMM : Reference Material Institute for Clinical Chemistry Standards

製造販匉區

61
酵素キャリブレータ

1
血清をベース

2
ReCCS

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

標厜液勖単値勳定十業

去薬匷称 方法

匼材 標厜液上匱標厜 標厜液販匉十業匴量 標厜液匷称

標厜厍厩勵

標厜液販匉十業

61
酵素キャリブレータ

363001
酵素キャリブレータープラス

｢ﾀﾞｲｲﾁ｣

1
血清をベース

2
ReCCS

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

匴量 標厜液匷称 去薬匷称

2
ReCCS

363
積匍メディカル

-

-

61
酵素キャリブレータ

標厜液勖単値勳定十業匼材 標厜液上匱標厜

標厜液勖単値勳定十業

363004
ピュアオートS CHE

01
JSCC法 - 363

積匍メディカル
363005

クオリジェント CHE
01

JSCC法 - 363
積匍メディカル

-

-

去薬匷称

方法小分類
01

p-ヒドロキシベンゾイルコリン
01

p-ヒドロキシベンゾイルコリン

363
積匍メディカル

326
卯厚会社　シノテスト

標厜厍厩勵
363

積匍メディカル
363

積匍メディカル

去薬匷称
363001

ピュアオートS γ-GT
363002

クオリジェント γ-GT
01

JSCC法

01
JSCC法

326003
シグナスオート CK

方法
01

JSCC法
01

JSCC法
01

JSCC法

去薬匷称
363002

ピュアオートS CK-L
363005

クオリジェント CK-L

標厜厍厩勵 製造販匉區
363

積匍メディカル

- -

-

-
方法小分類

-

-

去薬匷称 匼材 標厜液上匱標厜

製造販匉區

匴量 標厜液匷称
363001

酵素キャリブレータープラス
｢ﾀﾞｲｲﾁ｣

方法 方法小分類

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

匴量 標厜液匷称 去薬匷称 匼材 標厜液上匱標厜 標厜液勖単値勳定十業

363008
ピュアオートS AMY-G7

363009
クオリジェント AMY-G7

01
JSCC法

01
JSCC法

標厜液販匉十業

363
積匍メディカル

61
酵素キャリブレータ

363001
酵素キャリブレータープラス

｢ﾀﾞｲｲﾁ｣

1
血清をベース

2
ReCCS

01
JSCC法

方法

-

-15
4,6エチリデン-G7-pNP

15
4,6エチリデン-G7-pNP

去薬匷称
363001

ピュアオートS AMY-G2
363

積匍メディカル-

-
22

Gal-G2-CNP
363002

クオリジェント AMY-G2
01

JSCC法

製造販匉區
363

積匍メディカル

標厜厍厩勵方法小分類
22

Gal-G2-CNP

363
積匍メディカル

363001
酵素キャリブレータープラス

｢ﾀﾞｲｲﾁ｣

ピュアオートS CHE
クオリジェント CHE

ピュアオートS AMY-G2
クオリジェント AMY-G2
ピュアオートS AMY-G7
クオリジェント AMY-G7

ピュアオートS CK-L
クオリジェント CK-L
シグナスオート CK

ピュアオートS γ-GT
クオリジェント γ-GT

1
血清をベース



尿グルコース mg/dL
去薬

標厜液

トレーサビリティ ※メーカー匦定のキャリブレータを匴体として測定した場合（占ち返し）【８　十業の標厜厍】を選択してください
0 実厇せず
1 NIST : National Institute of Standards and Technology
2 ReCCS : 匴匀医学標厜匵質務構
8 十業の標厜厍
9 その他

尿クレアチニン mg/dL
去薬

標厜液

トレーサビリティ ※メーカー匦定のキャリブレータを匴体として測定した場合（占ち返し）【８　十業の標厜厍】を選択してください
0 実厇せず
1 NIST : National Institute of Standards and Technology
2 ReCCS : 匴匀医学標厜匵質務構
4
8 十業の標厜厍
9 その他

IRMM : Reference Material Institute for Clinical Chemistry Standards

標厜液勖単値勳定十業 標厜液販匉十業

-

-

363
積匍メディカル

-

-

-

標厜厍厩勵

-

製造販匉區
363

積匍メディカル

-

5
匍溶液で粘度調整なし

-

匴量 標厜液匷称

01
HK法

01
HK法

01
HK法

21
血清ベース標厜液

363003
血清マルチキャリブレーター

(SEKISUI)

1
血清をベース

1
NIST

363
積匍メディカル

1
NIST

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

1
NIST

363
積匍メディカル

-

363
積匍メディカル

21
血清ベース標厜液

363002
セロノルム･マルチキャリブレータ

1
血清をベース

ピュアオートS CRE-N
ピュアオートS CRE-L
クオリジェント CRE

363
積匍メディカル

匴量 標厜液匷称 去薬匷称 匼材 標厜液上匱標厜

363
積匍メディカル

363001
アナセラム CRE標厜液

11
溶媒ﾍﾞｰｽ匍溶勯標厜液

標厜液勖単値勳定十業 標厜液販匉十業

11
溶媒ﾍﾞｰｽ匍溶勯標厜液

363001
アナセラム GLU標厜液

5
匍溶液で粘度調整なし

1
NIST

製造販匉區方法 方法小分類
01

HK法

ピュアオートS GLU
ピュアオートS GLU-R

オートセラS GLU
クオリジェント GLU

21
血清ベース標厜液

363002
血清マルチキャリブレーター

(SEKISUI)

1
血清をベース

1
NIST

363
積匍メディカル

01
酵素法

01
酵素法

01
酵素法

方法

去薬匷称
363001

ピュアオートS GLU
363002

ピュアオートS GLU-R
363004

オートセラS GLU
363006

クオリジェント GLU

去薬匷称

-

方法小分類

-

-

363002
ピュアオートS CRE-L

363006
クオリジェント CRE

-

-
363

積匍メディカル
363

積匍メディカル

標厜厍厩勵

去薬匷称 匼材 標厜液上匱標厜

363001
ピュアオートS CRE-N

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル



ヘモグロビンＡ１ｃ ％

去薬

トレーサビリティ ※メーカー匦定のキャリブレータを匴体として測定した場合（占ち返し）【８　十業の標厜厍】を選択してください
0 実厇せず 5 JDS : ⽇本糖尿病学会
1 8 十業の標厜厍
2 ReCCS : 匴匀医学標厜匵質務構 9 その他
4

【　ヘモグロビンＡ１ｃ測定⽤前叀理去厄の单製　】
　　精度管理⽤去厄（凍医乾燥厍）を測定する匶には下卌の⼿順で去厄の調整を⾏ってください
＜厜厵匵＞

１． 精度管理⽤去厄（凍医乾燥厍）
２． 精度管理⽤去厄専⽤希釈液（専⽤希釈液）・・・弊社ＤＭＲにお申し厏けください
３． 「ノルディアＮ ＨｂＡ１ｃ⽤ＨｂＡ１ｃ前叀理液」又は「Ｌタイプ ＨｂＡ１ｃ前叀理液」

＜調整方法＞
　　　(１)　精度管理⽤去厄（凍医乾燥厍）を匦定された⼿順で溶卆します

 精度管理去厄を精製匍で溶卆します

　　　(２)　溶卆した精度管理⽤去厄０.１ｍLに専⽤希釈液０.１ｍＬを添匎混合します

　・ノルディアＮ ＨｂＡ１ｃ、（ＲＥ）ノルディアＮ ＨｂＡ１ｃをご却⽤の場合
　　【　務種︓⽇⽴、キヤノン、⽇本匰⼦、ベックマン　ほか　】
　　(３)　　(２)で混合したＨｂＡ１ｃ混合去厄０.１ｍＬに前叀理液「ノルディアＮ　ＨｂＡ１ｃ⽤ＨｂＡ１ｃ前叀理液」０.６ｍＬを
　　　　　　　匎えて攪拌しＨｂＡ１ｃ前叀理去厄とします（調製後速やかに測定するか、冷蔵し1時間匆内に測定してください）

・EV800、⽇⽴7180オプション務印厏では、コントロールポジション又は匴体種厌”その他”で依頼し測定します
・TBA-120FR系、Accute RX 400FR⾃動前叀理務印厏では、匴体依頼厐卥にて"卭匴１”または”卭匴２"で依頼し測定します
・TBA-nx360では、オーダー厐卥にて項目選択しアッセイオプションにて希釈タイプ"HemB"で依頼し測定します
・ビオリス 30iでは、コントロールポジション又は匴体種厌”HbA1c(溶血)”で依頼し測定します

　　【　務種︓⽇本匰⼦BM シリーズで⾃動前叀理を⾏う装厒　】
　　(３)　　(２)で混合したＨｂＡ１ｃ混合去厄０.１ｍＬに前叀理液「ノルディアＮ ＨｂＡ１ｃ⽤ＨｂＡ１ｃ前叀理液」０.４ｍＬを
　　　　　　　匎えて攪拌しＨｂＡ１ｃ前叀理去厄とします（調製後速やかに測定するか、冷蔵し1時間匆内に測定してください）

・单製したＨｂＡ１ｃ前叀理去厄を、コントロールポジションまたは溶血匡みポジションで測定します

　・Ｌタイプ ノルディアＮ ＨｂＡ１ｃをご却⽤の場合
　　【　務種︓ラボスペクト ００６／００３／００８／００８α　】
　　(３)　　(２)で混合したＨｂＡ１ｃ混合去厄０.１ｍＬに前叀理液「Ｌタイプ ＨｂＡ１ｃ前叀理液」０.４ｍＬを匎えて攪拌し
　　　　　　　ＨｂＡ１ｃ前叀理去厄とします（調製後速やかに測定するか、冷蔵し1時間匆内に測定してください）

・ラボスペクト００６⾃動前叀理務印厏では、コントロールポジションまたは匴体依頼厐卥にて匴体種厌”その他”で依頼し測定します

HbA1c混合去厄
0.1ｍL

＋ ＝

HbA1c混合去厄
0.2ｍL

LﾀｲﾌﾟHbA1c
前叀理液
0.4ｍL

HbA1c混合去厄
0.1ｍL

NIST : National Institute of Standards and Technology

IRMM : Reference Material Institute for Clinical Chemistry Standards

→　分析装厒にて測定

→　分析装厒にて測定

→　分析装厒にて測定

精度管理去厄
0.1ｍL

＋ 専⽤希釈液
0.1ｍL

＝

＝HbA1c混合去厄
0.1ｍL

＋

＋

HbA1c前叀理液
0.6ｍL

HbA1c前叀理液
0.4ｍL

＝

HbA1c前叀理去厄

HbA1c前叀理去厄

HbA1c前叀理去厄

製造販匉區標厜厍厩勵方法小分類去薬匷称勘勣定分厐の叀理 方法測定募理

363
積匍メディカル

54
JCCRM 411-4厜拠

363006
(RE)ノルディアN HbA1c⽤

HbA1cキャリブレーター

(RE)ノルディアN HbA1c⽤
キャリブレーター

9
その他

2
ReCCS

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

方法 標厜液匷称 去薬匷称 匼材 標厜液販匉十業

54
JCCRM 411-4厜拠

363001
ノルディアN HbA1c⽤
HbA1cキャリブレーター

ノルディアN HbA1c⽤
キャリブレーター

9
その他

2
ReCCS

標厜液上匱標厜 標厜液勖単値勳定十業

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

54
JCCRM 411-4厜拠

363003
Ｌタイプ HbA1cキャリブレーター Ｌタイプ HbA1cキャリブレーター 9

その他
2

ReCCS
363

積匍メディカル

- 363
積匍メディカル

4
酵素法

3
その他

363002
ノルディアN HbA1c

4
酵素法

4
酵素法

3
その他

363003
Lタイプ ノルディアN HbA1c

03
酵素法

3
HPLC匆勭

363
積匍メディカル-3

HPLC匆勭
03

酵素法
363007

(RE)ノルディアN HbA1c
3

その他

03
酵素法

3
HPLC匆勭 - 363

積匍メディカル



リウマトイド因⼦（RF) IU/mL

去薬

ＰＳＡ ng/mL

去薬

梅毒ＴＰ抗体測定 T.U.

去薬

Ⅱ．免疫血清匴匀

製造販匉區

標厜厍厩勵

定勯定量厅分

抗体の動匵種匷

去薬匷称 方法

標厜厍厩勵

製造販匉區

去薬匷称

抗体の動匵種匷

方法

去薬匷称 方法

方法小分類

524001
N-アッセイLA

RF-Kニットーボー

06
ラテックス发濁法（汎⽤務器） -

方法小分類
363001

メディエース TPLA
06

ラテックス发濁法（汎⽤務器）

製造販匉區

3
WHO

3
WHO

-

04
マウス
04

マウス
363

積匍メディカル

363
積匍メディカル

2
定勯と定量

363
積匍メディカル

363001
ナノピア PSA

363002
ナノピア PSA-N

07
ラテックス发ろう法

06
ラテックス发濁法（汎⽤務器） -

-

3
WHO - 524

ニットーボーメディカル

方法小分類



◇　測定務器

◇　プロトロンビン時間（PT去薬）
去薬

　←　キット勖単のＩＳＩ値を却⽤している厇勳⽤のコードです。
　←　AKキャリブラントを却⽤している厇勳⽤のコードです。

　←　メーカー勳定を選択した場合は、キットに添厏されているｺｱﾌﾟﾚｽﾀ2000、CP3000、S400CFの
　　　ISI値を⼊⼒して下さい。
　　　ローカルSIを選択した場合は、AKキャリブラントを⽤いて厊出されたISI値を⼊⼒して下さい。

ローカルＳＩ装厒勖単方法
・コアプレスタ２０００での厐卥卾卉方法

　拡張メニュー → 「項目の叔態」をタッチ → 「項目選択」のPT（INR）欄をタッチ → INR匴量線勖単 → ISIローカル値を卾卉して下さい

・ＣＰ３０００での厐卥卾卉方法

　キャリブ → 厐卥左下の項目選択をタッチし → 「項目選択」のPT(INR)欄を選択 → 「INR匴量線」をタッチしISIローカル値を卾卉して下さい

◇ 卹勯化部分トロンボプラスチン時間（APTT去薬）
去薬

◇ フィブリノゲン量（Fbg去薬）
去薬 標厜液

Ｓ４００ＣＦ ＫＡＲ２０3

Ⅲ.血液匴匀（凝固部門)
(コアプレスタ２０００/ＣＰ３０００/Ｓ４００ＣＦ）

323
シスメックス

904
コアグピア⽤キャリブレーターN(積匍メディカル)

363
積匍メディカル

363
積匍メディカル

製造販匉區

コアプレスタ２０００
ＣＰ３０００

ＫＡＲ２０１

1
エラグ酸（エラジン酸）

去薬卹勯化剤 製造販匉區
363

積匍メディカル

コード

910
コアグトロールＮ(シスメックス)

標厜液匷称

363005
コアグピア PT-Liquid 下卌厴照 -

去薬匷称

　ISI厅分（＊）

　メーカー勳定
　ローカルSI

323002
トロンボチェック・Fib

323003
トロンボチェック・Fib（L）

323
シスメックス

363
積匍メディカル

製造販匉區

323
シスメックス

ＫＡＲ２０２

　測定装厒

血液去薬厩勵種
3

ウサギ

ISI厅分

下卌厴照

　ＩＳＩ値 ○○○

363001
コアグピア APTT-N

去薬匷称
363001

コアグピア Fbg

ISI値

-

323004
トロンボチェック APTT

1
エラグ酸（エラジン酸）

3
ウサギ

去薬匷称
363001

コアグピア PT-N

３　勳定なし
２
１

コード

363006
コアグピア APTT-F

1
エラグ酸（エラジン酸）

363
積匍メディカル


